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１．流域の概要 
 
大
おお

分
いた

川
がわ

は、その源を大分県由
ゆ

布
ふ

市湯
ゆ

布
ふ

院
いん

町の由
ゆ

布
ふ

岳
だけ

（標高1,583m）に発し、由
ゆ

布
ふ

院
いん

盆

地を貫流し、阿
あ

蘇
そ

野
の

川
がわ

、芹
せり

川
かわ

等を合わせて中流の峡谷部を流下し、由布市挾
はさ

間
ま

町において

大分平野に入り、賀来
か く

川
がわ

、七
なな

瀬
せ

川
がわ

を合わせ、大分市豊海
と よ み

において別
べっ

府
ぷ

湾に注ぐ、幹川流路

延長55km、流域面積650km2の一級河川である。 

その流域は、大分県のほぼ中央に位置し、大分市、由布市、別府
べ っ ぷ

市、竹田
た け た

市をはじめ

とする5市2町からなり、流域の土地利用は、山地等が約84%、水田や畑地等の農地が約11%、

宅地等の市街地が約5%となっている。 

流域内には、下流部に県都である大分市があり、また、沿川には大分自動車道、国道

10号、210号、JR日豊本線、JR久大本線等の基幹交通施設が存在し、交通の要衝となるな

ど、この地域における社会・経済・文化の基盤を成すとともに、大分川の豊かな自然環境

に恵まれていることから、本水系の治水・利水・環境についての意義は極めて大きい。 

 

大分川流域は、由布岳・鶴見
つ る み

岳
だけ

・大船山
だいせんざん

・鎧ヶ岳
よろいがだけ

などの高峰に囲まれ、阿蘇
あ そ

くじゅう

国立公園、神
じん

角寺
か く じ

芹川
せりかわ

県立自然公園がある。河床勾配については、上流部は約1/500～

1/1,000であるが、中流部は1/50程度の急勾配となっている。下流部は河岸段丘と沖積平

野が形成され、約1/200～1/2,500となっている。 

流域の地質については、上流部には洪積世
こうせきせい

安山岩
あんざんがん

や由布院盆地付近に新第三紀安山岩、

中流部には由布川軽石層、下流部には沖積作用による砂礫粘土などの沖積層が分布してい

る。支川七瀬川の上流部は今市
いまいち

火砕流
かさいりゅう

、下流部は沖積層となっている。 

流域の平均年間降水量は、上中流部では約1,900～2,200mm、下流部では約1,600mm、流

域全体としては約1,900mmであり、台風性の降雨並びに梅雨性の降雨が多い。 

 



 

 - 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 大分川水系流域図 

表１－１ 大分川流域の概要 

項  目 諸  元 備    考 

流路延長 55km 全国 90位 

流域面積 650km2 全国 83位 

流域市町村 5市 2町 大分
おおいた

市、由
ゆ

布
ふ

市、別府
べ っ ぷ

市、竹田
た け た

市、豊後
ぶ ん ご

大野
お お の

市、 

玖珠
く す

町、九重
ここのえ

町 

流域内人口 約 25万人  

支川数 47  

                       

大分市

別府市

豊後大野市

竹田市

九重町

玖珠町

大
分

川

七
瀬川

芹
川

阿
蘇野

川

府内大橋

芹川ダム

小
挾
間
川

大船山

由布岳

別 府 湾

■

鶴見岳

鎧ヶ岳

大
分
川

賀
来
川

花合野川

由布市

大分県

長崎県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

佐賀県

福岡県
大分川流域

大分川水系位置図

流域図凡例

基準地点 ：

流 域 界 ：

市町村界 ：

既設ダム：
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２．治水事業の経緯 
 

大分川の本格的な治水事業は、明治26年及び大正7年洪水を契機に、昭和5年から県営

工事として、滝尾
た き お

橋地点から河口までの区間について築堤、護岸等を実施していたが、昭

和16年から直轄事業として着手し、明
あけ

磧
がわら

橋における計画高水流量を2,300m3/sとし、大分

市小
お

野
の

鶴
づる

から河口までの区間及び賀来川、七瀬川等の主要区間について築堤、掘削、護岸

等を実施した。 

その後、昭和28年6月に計画高水流量を上回る大出水があり、昭和31年に明磧橋地点の

基本高水のピーク流量を3,200m3/sとし、このうち、同年に完成した中流の芹川ダムによ

り300m3/sを洪水調節して計画高水流量を2,900m3/sとし、派川裏
うら

川に500m3/sを分派させる

計画とした。この計画に基づき、大分市小野鶴から河口までの区間及び賀来川、七瀬川、

裏川の主要区間について築堤、掘削、護岸等を実施し、昭和42年には、一級河川の指定を

受け、従前の計画を踏襲した工事実施基本計画を策定した。 

また、昭和45年には下流の大分市街部における土地利用の高度化と新産業都市建設に

関連して、大分川から500m3/sの分派をしていた派川裏川を締め切り、本川下流部の計画

高水流量の改定を行った。さらに、昭和49年には、大分川の改修区間を大分市小野鶴から

天
てん

神
じん

橋まで延長した。 

しかしながら、流域開発の進展に伴う氾濫区域内における人口及び資産の増大、洪水

の発生等に鑑み、治水の安全性を高める必要性が増大したことから、昭和54年4月に基準

地点を府
ふ

内
ない

大橋に変更して基本高水のピーク流量を5,700m3/sとし、このうち洪水調節施

設により700m3/sを洪水調節して、計画高水流量を5,000m3/sとする工事実施基本計画に改

定した。この計画に基づき、大分川で大分市今津留
い ま づ る

地区の引堤及び無堤区間の築堤、七瀬

川で市
いち

捷水路の開削等の工事を実施した。現在は、大分川の大分市国分
こ く ぶ

地区の引堤の事業

を進めている。 

砂防事業については、上中流部において大分県が昭和26年から砂防堰堤等を整備して

いる。 
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３．既往洪水の概要 
 

大分川での近年の大規模な洪水は、平成 5年 9月、平成 9年 9月等、そのほとんどは

台風期に発生しているが、稀
まれ

に昭和 28 年 6月等の梅雨による洪水も発生している。大分

川は、特に台風が九州の東側に接近して日
ひゅう

向
が

灘を北上する場合に大豪雨となるこ

とが多い。 

明治以降、比較的大きな被害をもたらした主要洪水の被害状況を表３－１に示す。 

 

表３－１ 既往の主要洪水 

洪水発生年 
流域平均 
2日雨量 

（府内大橋上流） 

流量 
（府内大橋） 

被害状況 
（大分県全域、()書きは大分川流域） 

明治 26年 

10 月 12～15 日 

（台風） 

－ － 

死 者 266名 負傷者 112名 
家屋流出 896 戸 
家屋全・半壊 2,497戸 
浸水家屋 23,194 戸 田畑被害 5,009ha 

昭和 18年 

9 月 20 日 

（台風 26号） 

344.8mm － 

死 者 240名 負傷者 126名 
行方不明 78 名 
家屋流出 624 戸 
家屋全・半壊 2,998戸 
床上浸水 14,321 戸 床下浸水 15,675 戸 

昭和 28年 

6 月 26 日 

（梅雨前線） 

491.3mm 3,268m3/s 

死 者 48 名(11 名) 負傷者 524名(56名) 
行方不明 36 名(0名) 
家屋流出 1,008戸(78戸) 
家屋全・半壊 2,322戸(360戸) 
床上浸水 8,165戸(1,298 戸) 
床下浸水 30,417 戸(8,994戸) 
田畑被害 36,941ha 浸水面積(2,158ha) 

昭和 32年 

9 月 7日 

（台風 10号） 

353.9mm 3,264m3/s 

負傷者 3名 行方不明 8名 
家屋流出 22 戸 
家屋全・半壊 80 戸 
床上浸水 1,443戸 床下浸水 11,793 戸 
田畑被害 4,354ha 

平成 5年 

9月 3日 

（台風 13号） 

363.8mm 4,267m3/s 

死 者 11 名(1 名) 負傷者 20 名(9名) 
行方不明 1名(0 名) 
家屋全・半壊 123 戸(49 戸) 
床上浸水 1,949戸(995戸) 
床下浸水 6,860戸(2,982 戸) 
田畑被害 22,734ha 浸水面積(312ha) 

平成 9年 

9月 16 日 

（台風 19号） 

391.9mm 3,514m3/s 

死 者 1 名(－) 負傷者 4名(－) 
行方不明 1名(－) 
家屋全・半壊 7戸(1 戸) 
床上浸水 738 戸(146 戸) 
床下浸水 2,200戸(401戸) 
浸水面積(149ha) 

平成 16年 

10 月 20 日 

（台風 23号） 

254.7mm 3,648m3/s 

床上浸水 (131 戸) 
床下浸水 (111 戸) 
浸水面積(76ha) 
※速報値：値は直轄管理区間のみの調査 

※流量はダムカット戻し流量を記載し、昭和 49年以前は明磧橋地点を記載。 

※被害状況は「大分県災異誌」、「昭和 28 年 6 月末の豪雨による北九州直轄 5河川の水害報告書」、「豪雨災害誌」

から記載。 
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４. 基本高水の検討 

 

１） 既定計画の概要 

 

昭和 54 年に策定した工事実施基本計画（以下「既定計画」という）では、以下に示

すとおり、基準地点府内大橋において基本高水のピーク流量を 5,700m3/s と定めている。 

 

① 計画規模の設定 

昭和 28 年 9月、昭和 32 年 9 月などの既往洪水及び流域の社会的・経済的な重要性等

を総合的に勘案して、1/100と設定した。 

② 計画降雨量の設定 

計画降雨継続時間は、実績降雨の継続時間等を考慮して 2日を採用した。 

大正元年～昭和 49 年の年最大流域平均 2 日雨量を確率処理し、1/100 確率規模の計

画降雨量を府内大橋地点で 530mm/2 日と決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１  府内大橋地点における雨量確率評価 
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③ 流出計算モデルの設定 

降雨をハイドログラフに変換するための流出計算モデル（貯留関数法）を作成し、流

域の過去の主要洪水における降雨分布特性により、モデルの定数（k、p）を同定した。 

 

貯留関数法の基礎式は次のとおり。 

ｄＳ 

ｄｔ 

Ｓ＝ｋＱｐ 

 

Ｑ：流量（m3/s）、ｒ：降雨（mm/hour） 

ｔ：時間（hour）、Ｓ：貯留量（mm） 

ｋ、ｐ：モデル定数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

図４－２ 昭和 28年 6 月洪水再現計算結果（明磧橋地点） 
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④ 主要洪水における計画降雨量への引伸ばしと流出計算 

流域の過去の主要洪水における降雨波形を計画降雨量まで引伸ばし、同定された流出

計算モデルにより流出量を算出した。 

 

○検討対象実績降雨群の選定 

昭和 30 年 9月洪水           昭和 34年 8 月洪水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実績降雨群の計画降雨群への引伸ばし（計画降雨量 530mm/2 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ハイドログラフへの変換 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３ ハイドログラフの算定結果 
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表４－１ ピーク流量一覧（府内大橋地点） 

降雨パターン 
実績降雨量 
（mm/2 日） 

引伸し率 
計算ピーク流量 
（m3/s） 

Ｓ28. 6 491.3 1.079  4,600 

Ｓ29. 8 250.9 2.112  5,000 

Ｓ29. 9 383.3 1.383  3,000 

Ｓ30. 9 301.3 1.759  5,300 

Ｓ34. 8 318.7 1.663  5,700 

Ｓ36. 9 309.4 1.713  3,200 

Ｓ38. 8 328.4 1.614  5,000 

Ｓ40. 6 208.4 2.543  5,100 

Ｓ41. 9 180.3 2.940  3,100 

Ｓ42. 7 176.9 2.996  4,900 

Ｓ46. 8 282.3 1.877  2,600 

Ｓ46. 8 347.0 1.527  4,300 

Ｓ47. 7 206.5 2.567  5,300 
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⑤基本高水のピーク流量の決定 

基本高水のピーク流量は前頁の流出計算結果から、基準地点において計算ピーク流量

が最大となる昭和 34 年 8 月降雨パターンを採用し、府内大橋地点 5,700m3/s と決定し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－４ 昭和 34 年 8 月型ハイドログラフ（府内大橋地点） 
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２） 現行基本高水のピーク流量の妥当性検証 

 

既定計画を策定した昭和 54 年以降、計画を変更するような大きな洪水、降雨は発生

していない。また、既定計画策定後の水理、水文データの蓄積等を踏まえ、既定計画の

基本高水のピーク流量について以下の観点から検証した。 

 

 

① 年最大流量及び年最大降雨量の経年変化 

既定計画を策定した昭和 54 年以降、計画を変更するような大きな洪水、降雨は発生

していない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５ 年最大流量（府内大橋地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図４－６ 年最大 2日雨量（府内大橋地点上流域平均） 

※流量はダム・氾濫戻し流量 
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② 流量確率による検証 

相当年数の流量データが蓄積されたこと等から、流量データを確率統計処理すること

により、基本高水のピーク流量を検証した。流量確率の検討（S50 年～H16年の 30ヶ年、

ダム・氾濫戻し流量）の結果、府内大橋地点における 1/100 確率規模の流量は 4,800 m3/s

～6,900m3/s と推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府内大橋地点流量確率計算結果図 

図４－７ 府内大橋地点流量確率計算結果 
 

表４－２ 1/100 確率流量（府内大橋地点） 

確率分布モデル 確率流量（m3/s） 

一般化極値分布 5,900 

グンベル分布 4,800 

指数分布 5,600 

平方根指数型最大値分布 5,600 

対数ピアソンⅢ型分布 6,000 

対数正規分布（岩井法） 6,200 

対数正規分布（石原・高瀬法） 5,100 

対数正規分布（クオンタイル法） 5,600 

3 母数対数正規分布（積率法） 5,100 

2 母数対数正規分布（L積率法） 6,900 

2 母数対数正規分布（積率法） 6,500 
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③ 既往洪水による検証 

大分川では、過去の洪水において流域全体が湿潤となった場合もあったことを考慮し、

観測史上最大の平成 5年 9月洪水について、流域が湿潤状態となっていることを想定し

て流出計算を行った結果、府内大橋地点でピーク流量は 5,900m3/s となる。 

 

以上の検証により、基準地点府内大橋における既定計画の基本高水のピーク流量

5,700m3/s は妥当であると判断される。 

 

なお、基本高水のピーク流量の決定にあたり、用いたハイドログラフは以下のとお

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 34 年 8月型ハイドログラフ（府内大橋地点） 
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５．高水処理計画 
 

大分川の既定計画の基本高水ピーク流量は、基準地点府内大橋において 5,700m3/s で

ある。 

 大分川の河川改修は、既定計画の計画高水流量 5,000m3/s（府内大橋）を目標に実施さ

れ、人家が密集する大分市街地の区間をはじめ、約 8 割以上の区間で堤防は概ね整備さ

れている。また、橋梁、樋門等多くの構造物も完成している。 

 このため、引堤や堤防の嵩上げによる社会的影響及び大幅な河道掘削による河川環境

の改変や将来河道の維持を考慮し、同地点における現在の河道により処理可能な流量は

5,000m3/s である。 

 これらを踏まえ、基準地点府内大橋の計画高水流量を既定計画と同様に 5,000m3/s と

する。 
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６．計画高水流量 
 

計画高水流量は、賀来川の流入量を合わせ明磧橋において4,200m3/s、七瀬川の流入量

を合わせ府内大橋において5,000m3/sとし、さらに下流域からの流入量を合わせて広瀬橋

において5,100m3/sとし、その下流は河口まで同流量とする。 

支川七瀬川については、胡麻鶴において1,000m3/sとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１ 大分川計画高水流量図 
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７．河道計画 
 

河道計画は以下の理由により現況の河道法線や縦断勾配を尊重し、流下能力が不足す

る区間については、河川環境等に配慮しながら必要な河積（洪水を安全に流下させるた

めの断面）を確保する。 

 

①直轄管理区間の堤防は全川の約 9割が概成（完成・暫定）していること。 

②計画高水位を上げることは、破堤時における被害を増大させることになるため、

沿川の市街地の張り付き状況を考慮すると避けるべきであること。 

③既定計画の計画高水位に基づいて、多数の橋梁や樋門等の構造物が完成している

ことや、堤内地の内水被害を助長させることを避けるべきであること。 

 

計画縦断図を図７－１、７－２に示すとともに、主要地点における計画高水位及び概

ねの川幅を表７－１に示す。 

 

表７－１ 主要な地点における計画高水位及び川幅一覧表 

河川名 地点名 
河口及び合流点 

からの距離(㎞) 

計画高水位 

T.P.(m) 

川 幅 

(m) 

明 磧 橋   8.7 11.89 190 

府内大橋   6.8  9.75 270 

大分川 

広 瀬 橋   5.0  7.86 270 

七瀬川 胡 麻 鶴 合流点から  6.2 25.02 100 

注 1）T.P.  ：東京湾中等潮位 

注 2）計画高水位は平成 14年 4月施行の測量法の改正に伴い、改訂された基本水準点成果を用いて、

標高値の補正を行ったものである。 
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８．河川管理施設等の整備の現状 

 
 大分川における河川管理施設等の整備の現状は以下のとおりである。 

 

(1)堤防 

 堤防の整備の現状（平成 17年 3 月末時点）は、下表のとおりである。 

 

 延長(km) 

完 成 堤 防 39.4(79%) 

暫 定 堤 防 5.2(11%) 

未 施 工 区 間 5.1(10%) 

堤 防 不 必 要 区 間 4.1 

計 49.7 

*延長は直轄管理区間の左右岸の計である。 

 

(2)洪水調節施設 

  1)完成施設：芹川ダム （治水容量：7,500 千 m3） 

  2)事業中施設：大分川ダム （治水容量：14,300 千 m3） 

 

(3)排水機場等 

 河川管理施設：11.0m3/s（尼ヶ瀬排水機場） 

 

※直轄管理区間の施設のみである。 
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図７－１ 大分川計画縦断図 
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図７－2 七瀬川計画縦断図 




